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　肝胆道機能検査用の99mTc標識剤を用いた，肝胆道

スキャンは，急性胆のう炎の診断に有用であることは明

らかにされているが，慢性胆のう疾患の場合の意義につ

いての評価はさまざまである．われわれはセオユニン注

射後の胆のうの収縮率を計測し，慢性胆のう疾患におけ

る本検査の意義をしらべた．検査対象は胆道スキャンの

依頼のあった症例のうちの30例で，正常6例，胆石18

例，その他の胆のう疾患6例である．朝食は絶食とし，

ガンマカメラの下で仰臥位にした患者に約5mCiの

99mTc－PI，　HIDA或はPMTを静注した後，60分間，

ガンマカメラからの15秒ごとのフレームデータを日立

EDR　4200データ処理装置に収録した．胆のうが描出さ

れた場合にはセオスニン0．2μ9／kgを筋注しさらに30

分間データを収集した．その後，胆のうに関心領域を設

け，Time　activity　curveを作り，セオスニン注射後の胆

のうの収縮率を算出した．正常6例の収縮率の平均値お

よび標準偏差はセオスニン注射15分後，49土24％，30

分後70±14％であった，胆のうの描出されなかったの

は胆のう結石4例，総胆管結石5例，胆のう癌1例で

何れも外科的治療の適応と考えられた．胆のうが描出さ

れ正常の収縮を示したのは胆のう結石4例，胆のうポリ

ー プ2例，adenomyomatosia　5例で，胆のうの収縮率

の低下をみたのは胆のう結石5例とDyskinesisの2例

であった．本法は胆石の治療法の選択，胆のうDyski－

nesiaの診断などに有用と考えられる．
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　骨シンチグラムにおいて，悪性骨腫瘍ではRI（99mTc－

MDP）の強い集積が見られる事は良く知られているが，

一部の良性骨腫瘍，たとえば骨巨細胞腫，若年者の骨軟

骨腫や類骨骨腫でも，悪性骨腫瘍と同程度の強い集積が

見られる．そこでその集積機序につき検索を行った．症
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例は骨巨細胞腫5例，骨軟骨腫2例と骨腫瘍類似疾患

と言われている線維性骨異形成症の2例である．方法は，

第12回，13回本学会で発表した方法で，腫瘍切除3

時間前に99mTc－MDP　lO　mCiを静注し，切除後，切除

塊全体と切割標本のシンチグラムを作り，術前のシンチ

グラムと比較した．ついで切割標本の各部位より約1

cm立方の組織片を採取し，　RI定量を行い組織学的に

調べた．

　骨巨細胞腫では，腫瘍中心部はたとえ血管の増生があ

っても99mTc－MDPの集積は少なく，腫瘍周辺や辺縁の

反応性に形成されたと思われる新生骨が多く見られる部

位に99mTc－MDPの集積が多かった．骨軟骨腫では，

軟骨帽部には99mTc・MDPの集積は少なく，軟骨基質

の石灰化や骨化が起っている部位に集積が多かった．線

維性骨異形成症では，病変内部に線維骨が多く見られ

99mTc・MDPの集積も多かった．以上のごとく，腫i瘍周

辺の反応性新生骨や軟骨基質の石灰や線維性骨異形成症

に見られる線維骨が99mTc－MDPの集積に強く関係す

ると思われる．これらの骨は未熟な骨で，個々の骨結晶

であるハイドロキシアパタイトは非常に小さく，全体と

して非常に広い表面積をもつため，99mTc－MDPが強く

集積すると思われる．

47．Cold　lesionで表現されたHand・sc刷ler－christian病
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　Hand－schUller’christian病は頭蓋骨の地図様骨欠損，

尿崩症，眼球突出を三大徴候とする細網内皮系疾患で，

近年の化学療法と放射線療法の導入により予後の改善が

認められている．それに伴い，寛解後の病巣およびその

周囲骨の発育に関する正確な知見が必要とされる．

　今回われわれは，下顎骨に骨病変を来たした本疾患女

児に対して，病巣およびその周囲骨の骨代謝を成長とと

もに追跡する目的で“99mTc－MDPを用いた骨シンチグ

ラムを行った．その結果の画像解析，濃度測定から下顎

骨の病巣をcold　lesionと判定することが出来た．この

病巣がcoldと表現され得る病態の可能性をTable　lに

示した，今後経時的成長の観察を行うことによって，

cold　lesionも成長するのか，あるいは骨欠損として成長

せず変形を来たすのか，明らかにし得るとともに，本疾
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